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ハッサンケイフ・ホユック遺跡（トルコ共和霞）出土骨製品

ハッサンケイフ・ホユック遺跡は， トルコ共和国南東部のテイグリス川！二流域に位置する新

をi:j:1心とする遺跡；である。筑波ブミ学アナトリア調主計沼は， 2011年より 3JL地のノ〈ット

マン大学との共同で，この遺跡；の発掘調査を実施してきた。紀元前 iO千年紀後半に営まれた

であり，先土器新石器時代の初頭にあたる PPNAHJ］に年代付けられる。テイグリス川J二

流j或では，今のところ伺；認されている最－；：r1の定住集誌で、ある。

発掘調査では半地－，うにの構造をした円形遺構が数多く検出されたが守テルのmLm）からは）：I~

JI：~プランの大型遺構も併fi認された。この第 3 号遺構も三｜土地下式の，附造であるが， l j立の長さが

約 9mにもなる )JI模の大きなもので， j未llfiからはj京｛立世で板：i犬の石tt：がIU土し. J~ご｜二ーからは 30

悲 ｝）、！：の担葬も~＇9tuJ，された。石十i：をともなう建物は南東アナト 1）アの［司11寺HJ］の遺跡からも検出

されているが， L寸ごれも一般の住民会ではなく，特別な建物であると考えられている。ハッサン

ケイフ・ホユックから検出されたこの建物も，そこで儀礼などが執り行なわれた公共 1'1<:JJ1)!•築物

としての性格をもつもので、あったと考えることができる。

この骨製 111~＇， （写真 I ）は，大型）：！~JI三造｛泣から検出されたJJR非人骨にともなって i'J',jこした白人

’r~1-i土顔を！ごに｜向けたi!ffせの状態で、検出され. fl!IJ足は大きく後Jnこ投げ出され，反り返った状態

であった。骨製品は右前JJ宛部の骨のj了ーから出二｜二し，その位置関係から判断すると．おそらく！！？江

の内側に装活：されたままの状態で、あったと考えられる（写真 2）。矢を射る際に弦が！胞に主た

るのを防ぐ納のような役割を果たした可能性も考えられるがう定かではなし＇ o し吋Jれにしても，

るものであったことが判明した意義は大きいと言える。骨製11~11 l~I 体はヘラ；＼）＼の形状

をしており．手首側のY-ilr¥l1rEが尖り，そこに穿干しが認められる。表面には刻文による装飾で， 2

体の動物（昆虫？）が背！こ11 を J妾するような Jl~ で、 i'i'i'i 1J、れている。よく似たモチーフは，ティグリ

ス川.Jj紅j或に るi弓II寺l!J］の遺跡；キョルティック・テペでもま｜｜られているが， こちらは石製

11i11rに浮き Jl;J；りによってお古かれている。今のところ｛可を表現したものか特定できないため，想像

｜：の動物と ffJi(:fRすることもできるが， まったく同じ12H象が他の遺跡とのIMJで共有されていたこ

とからすると，実！百fに存在するj毛科三的な動物の姿を；Niし1たもので、あつた 1TJ一ti伝，｜

よく似、た〆il)·W＇.~， r~ ＇， iま／＼ツサンケイブ．ホユツクカ、らもう I,i~~：日1 二ト企しており そ一ちらにはサソリが

主ljまれている口
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